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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成25年8月15日(2013.8.15)

【公表番号】特表2012-532988(P2012-532988A)
【公表日】平成24年12月20日(2012.12.20)
【年通号数】公開・登録公報2012-054
【出願番号】特願2012-519537(P2012-519537)
【国際特許分類】
   Ｃ２５Ｄ   5/12     (2006.01)
   Ｃ２５Ｄ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２５Ｄ   5/12    　　　　
   Ｃ２５Ｄ   5/18    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成25年6月26日(2013.6.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　銅を含む基材と、
　該基材の上に形成されたコーティングとを備える物品であって、
　前記コーティングが、
　　　Ｎｉと、ＷおよびＭｏの一方又は両方とを含み、０．１２７μｍ（５マイクロイン
チ）よりも大きい厚さを有する第１層と、
　　　前記第１層の上に形成された第２層であって、Ａｕ、Ｒｕ、Ｏｓ、Ｒｈ、Ｉｒ、Ｐ
ｄ、Ｐｔ、およびＡｇからなるグループから選択された金属を含み、０．７６２μｍ（３
０マイクロインチ）よりも小さい厚さを有する第２層とを備える物品。
【請求項２】
　前記コーティングは、ナノ結晶体である請求項１記載の物品。
【請求項３】
　前記第１層は、０．５０８μｍ（２０マイクロインチ）よりも大きい厚さを有する請求
項１記載の物品。
【請求項４】
　前記第２層は、０．５０８μｍ（２０マイクロインチ）よりも小さい厚さを有する請求
項１記載の物品。
【請求項５】
　前記第２層は、０．２５４μｍ（１０マイクロインチ）よりも小さい厚さを有する請求
項４記載の物品。
【請求項６】
　前記第１層は、ニッケルタングステン合金を含む請求項１記載の物品。
【請求項７】
　前記第１層は、ニッケルモリブデン合金を含む請求項１記載の物品。
【請求項８】
　前記コーティングは、ＡＳＴＭ　Ｂ０７３５に従って、硝酸蒸気に２時間晒された後、
１０ｍΩよりも小さい接触抵抗を持つ請求項１記載の物品。
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【請求項９】
　前記コーティングは、ＡＳＴＭ　Ｂ０８４５のプロトコルクラスIIａに従って、混合ガ
ス流に５日間晒された後、１０ｍΩよりも小さい接触抵抗を持つ請求項１記載の物品。
【請求項１０】
　前記コーティングは、ＡＳＴＭ　Ｂ０７３５に従って、硝酸蒸気に２時間晒された後、
１スポット／ｃｍ２よりも小さいスポット密度を有する請求項１記載の物品。
【請求項１１】
　前記第１層は、前記基材上に直接形成されている請求項１記載の物品。
【請求項１２】
　前記第１層および第２層は、電着されている請求項１記載の物品。
【請求項１３】
　順パルスおよび逆パルスを有する波形を使用して、基材上に第１のコーティング層を電
着させる第１層電着ステップであって、前記基材が銅を含み、前記第１層がＮｉと、Ｗお
よびＭｏの一方又は両方とを含み、前記第１層が０．１２７μｍ（５マイクロインチ）よ
りも大きい厚さを有する、前記第１層電着ステップと、
　前記第１層の上に第２のコーティング層を電着する第２層電着ステップであって、前記
第２層がＡｕ、Ｒｕ、Ｏｓ、Ｒｈ、Ｉｒ、Ｐｄ、Ｐｔ、およびＡｇからなるグループから
選択された金属を含み、前記第２層が０．７６２μｍ（３０マイクロインチ）よりも小さ
い厚さを有する、前記第２層電着ステップとを含む方法。
【請求項１４】
　前記第１層および第２層は、ナノ結晶体である請求項１３記載の方法。
【請求項１５】
　前記第２層は、順パルスおよび逆パルスを有する波形を使用して電着される請求項１３
記載の方法。
【請求項１６】
　前記第１層は、０．５０８μｍ（２０マイクロインチ）よりも大きい厚さを有する請求
項１３記載の方法。
【請求項１７】
　前記第２層は、０．５０８μｍ（２０マイクロインチ）よりも小さい厚さを有する請求
項１３記載の方法。
【請求項１８】
　前記第２層は、０．２５４μｍ（１０マイクロインチ）よりも小さい厚さを有する請求
項１３記載の方法。
【請求項１９】
　前記第１層は、ニッケルタングステン合金を含む請求項１３記載の方法。
【請求項２０】
　前記第１層は、ニッケルモリブデン合金を含む請求項１３記載の方法。
【請求項２１】
　物品は、ＡＳＴＭ　Ｂ０７３５に従って、硝酸蒸気に２時間晒された後、１０ｍΩより
も小さい接触抵抗を持つ請求項１３記載の方法。
【請求項２２】
　物品は、ＡＳＴＭ　Ｂ０８４５のプロトコルクラスIIａに従って、混合ガス流に５日間
晒された後、１０ｍΩよりも小さい接触抵抗を持つ請求項１３記載の方法。
【請求項２３】
　前記コーティングは、ＡＳＴＭ　Ｂ０７３５に従って、硝酸蒸気に２時間晒された後、
１スポット／ｃｍ２よりも小さいスポット密度を有する請求項１３記載の方法。
【請求項２４】
　前記第１層は、前記基材上に直接形成されている請求項１３記載の方法。
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